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中国語 2音節語のピッチパターンと語構造 
—2音節語が「4声＋4声」の名詞の場合(中間報告) — 

 
陳	
 曦	
 

	
 

要旨	
 中国語において，同じ声調の組み合わせの 2音節語が全部同じピッチパターンで発音されるわけで

はないように思われる。それは語構造の違いが一因だと考えられる。本稿では発音調査で得られたデー

タに基づき，2音節語が「4声＋4声」の名詞である場合，そのピッチパターンと語構造との間に関連が

あるのかを検討した。その結果，①「準・付加タイプ」の P1-P2（二つのピークの差）が両話者とも最

も大きい，②話者 1の「並列—同義並列」の P1-P2が大きい，③「修飾型」の内部において P1-P2の差異

が存在する傾向があることが分かった。	
 	
 

	
 

	
 

1 本稿の目的 

中国語1において，同じ声調の組み合わせの単語が全部同じ発音の仕方で発音されるわけではないよう

に思われる。例えば，「六月」と「地震」は同じ「4声＋4声」の 2音節語だが，両語のピッチパターン

は少し異なる。そして，これは 2音節語の語構造の違いが一因だと考えられる。こうした発音の仕方の

違いを語のストレス構造の違いによるものだと見なすこともできるが，軽声を持たない語では，ストレ

スの違いが存在するかどうかについて研究者の間で意見が分かれている。 

語構造とストレス位置について，殷作炎（1982）は，音節の強さを「重」「中」「軽」という 3段階に

分けた上で，「語構造によってストレス位置が異なる」と主張する。しかし，殷（1982）など主観的なア

プローチの研究の問題点は，高橋康徳（2011）が指摘しているように，「客観的な根拠を提示していない」

ことにある。 

本稿では発音調査で得られた音声資料の音響分析結果に基づき，2音節語が「4声＋4声」の名詞であ

る場合，そのピッチパターンと語構造との間に関連があるのかについて検討した結果を中間報告として

述べる。 

 

2 方法 

2.1 調査に用いる単語	
 
	
 2音節語のピッチパターンと語構造との間に関連があるかどうかについて検討するため，2音節語の声

調の組み合わせと発話位置と品詞，そして語構造を統制した。	
 

語構造による分類の方法はおおよそ朱徳熙（1982），輿水優・島田亜美（2009）などの分類に従った。

すなわち，「意味を表す成分が 2つ以上組み合わさってできる語」を「合成語（合成词）」と呼び，これ

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  
1) 「中国語普通話」のことを指す。	
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をさらに語構成の方式によって，「複合（复合）」「重ね（重叠）」「付加（附加）」の 3タイプに分けた。	
 

「複合タイプ」は更に，「主述型（主谓式）」「動賓型（述宾式）」「修飾型（偏正式）」「補足型（述补

式）」「並列型（联合式）」の 5種類に分けた。そのうち，「修飾型」を「連体修飾（定中）」と「連用修飾

（状中）」，「並列」を「同義・関連義」と「反義」といった下位カテゴリーに分類した。こうして，2音

節語を合わせて 9つの単語群に分類した。	
 

「複合タイプ」（計 7単語群）の各単語群につき 6語の「4声＋4声」2音節語を選定した。ただし，

今回は名詞としての用法に限定したため，「補足型」については，名詞としての用例があり，名詞と認め

られるような「4声＋4声」の単語が6語揃えることができなかったため，3語のみを選んだ。可能な限

り，後部要素に破裂音，摩擦音などの入っていない単語を選んだが，語構造によっては，入っている単

語も一部入れた。また，当該単語群に属する後部要素が元々4 声であっても『现代汉语词典』（第 6 版）

に軽声2と記載されている単語 1語も参考用として調査語リストに入れた。	
 

「重ねタイプ」に属する 2音節名詞のほとんどが親族を表す語（例：「妹妹（妹）」「妈妈（母）」）で，

その後部要素はほとんどの場合「軽声」になる。今回の調査対象は「4声＋4声」の語であるため，後部

要素が元々4声の「妹妹」という 1語だけを選んだ。	
 

次に「付加タイプ」について説明する。今回は「上面」「侧面」「惰性」「六月」の 4 語を「準・付加

タイプ」として選んだ（この4語を「複合タイプ」で「連体修飾」の語構造と見なすこともできる）。「付

加タイプ」は「接頭辞（前缀）」と「接尾辞（后缀）」に分けられる。そして，「付加タイプ」の判断基準

は研究者によって違う。	
 

朱(1982)は形態素の語内における位置が決まっているか否かを接辞と見なすかどうかの基準として

いる。また，「自〜」「〜性」「〜式」などは語内における位置が変わることができ，前・後部要素の間に

明らかな修飾関係が存在するため，付加タイプではなく，修飾型と見なすべきだと主張する。	
 

輿水・島田（2009）は「付加タイプの合成語において，付加された成分が具体的な語彙的な意味を表

さず，抽象的な文法的な意味を表す場合は接辞と見なせる」が，「绿化」「现代化」の「〜化」や「酸性」

「可能性」の「〜性」について，「具体的な語彙的意味の感じられる成分まで範囲を広げると真の接辞と

は認めがたい」としている。輿水・島田（2009）は語彙的な意味をなお残しているかどうかを最も重要

な判断基準としている。	
 

「上面」や「侧面」における「面」は1音節方位名詞の後に置く接辞であることについて，研究者間

の見解の一致度が比較的高い3。「〜性」「〜月」については，朱（1982），輿水・島田（2009）などの考

え方に従えば，「付加タイプ」に属さないことになる。	
 

	
 一方，趙元任（1979）は「〜性」などを厳密な意味での「后缀」として認めていないが，「結合面（生

産性）」を一つの手がかりとして，「后缀」という項目に属する「複合語末尾にある『結合面が広い（生

産性の高い）』形態素」と「新兴后缀（新興の接尾辞）」の下位項目に分類し，より広い意味での「后缀」

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  
2) 『现代汉语词典』（第 6版）では，軽声を「必ず軽声で発音するもの」と，「一般に軽く発音するが，強く発音すること
もあるもの」の2種類に分けている。今回の調査語の中に，「告示」「动静」「干事」「月亮」「妹妹」は前者に該当し，「木

匠」は後者に該当する。	
  
3) 朱(1982)，	
 輿水・島田（2009），趙元任（1979）は「面」を1音節方位名詞の後に置く接辞と扱っている。一方，殷（1982）
は「面」を「修飾型の後部要素が『結合面』が広いため，軽音に発音されるもの」と扱っている。	
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として扱っている。	
 

殷（1982）は修飾型の基本的なストレス構造が「中重」であるとし，「重中」と「重軽」の語が出現

した理由として，後部要素の使用頻度を挙げている。「『結合面』の広い字は，使用頻度も高く，中音か

軽音に発音されることも多い」と指摘している。そして，そのうちの「後部要素は『結合面』が広いた

め，中音に発音される」という分類の中に，時間名詞として，「〜月」などを挙げている。上述の趙（1979）

の考え方に沿えば，「〜月」を広い意味での「后缀」と見なすこともできよう。	
 

このように，「〜性」「〜月」は合成語内において接尾辞的な役割を持っているタイプと考えることが

できる。とはいえ，厳密な意味での「付加タイプ」とはやはり多少異なるため，この単語群を「準・付

加タイプ」と呼ぶことにする。	
 

調査語は計 49語である。調査語ごとにキャリア文を作り,調査語の位置を全て文頭に揃え，更にキャ

リア文の最初を「○○是」に統一した。文頭が全て「4声＋4声」の 2音節語であることを調査協力者に

悟られないように，「○○是(○○は)」の「○○」部分が「4声＋4声」以外の声調の組み合わせの語が

含まれるダミー文 15文を作成した。調査語の中に複数の品詞を兼ねる単語が存在するため，その場合，

名詞としての意味であることがはっきり分かるような説明をキャリア文に入れた。調査語リストを表 1

に示す。	
 

	
 

表1	
 調査語リスト4	
 

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  
4) 括弧「（）」の付いた調査語は前部要素が4声で，後部要素が元々4声で軽声になった単語。括弧の付いた単語以外の調
査語は全部「4声＋4声」であるため，声調符号を省略した。また，「・」はその次の音節が軽声であることを表す。	
  

番号	
 調査語	
 ピンイン	
 キャリア文	
 

	
   一	
 複合タイプ	
 

	
   ①並列型＜同義・関連義＞	
 

1	
   罪恶 zui'e 罪恶是指严重犯罪或作恶的行为。 

2	
   岁月	
   suiyue 岁月是指很长的一段时间。 

3	
   意愿	
   yiyuan 意愿是指人的愿望。 

4	
   利益	
   liyi 利益是好处的意思。 

5	
   命脉	
   mingmai 命脉是用来比喻关系重大的事物。 

6	
   祸患	
   huohuan 祸患是灾难的意思。 

7	
   （告示）	
   gao・shi 告示是指通告大众的文件。 

	
   ②並列型＜反義＞	
  
8	
   利弊 libi 利弊是表示利处与弊端的概念。 

9	
   上下	
   shangxia 上下是一个表示方位的概念。 

10	
   日夜	
   riye 日夜是一个表示时间的概念。 

11	
   内外	
   neiwai 内外是一个表示方位的概念。 

12	
   胜负	
   shengfu 胜负是一个表示比赛结果的概念。 

13	
   快慢	
   kuaiman 快慢是速度的意思。 

14	
   （动静）	
   dong・jing 动静是指说话和动作发出的声音。 

	
   ③修飾型＜連体修飾＞	
  
15	
   木料	
   muliao 木料是指初步加工后的木材。 

16	
   电路	
   dianlu 电路是指导电的回路。 
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5) 「自〜」構造における「自」が「主語」であるかどうかについて，研究者の間で意見が一致していない。本稿では程湘

清(1992)などに従い，「主述型」として扱っている。	
  

17	
   夜幕	
   yemu 夜幕是黑夜的意思。 

18	
   大陆	
   dalu 大陆是指广大的陆地。 

19	
   谬论	
   miulun 谬论是指荒谬的言论。 

20	
   树叶	
   shuye 树叶是植物的一个部分。 

21	
   （木匠）	
   mu・jiang 木匠是一种职业。 

	
   ④修飾型＜連用修飾＞	
  
22	
   陆战	
   luzhan 陆战是一种战斗的形式。 

23	
   外卖	
   waimai 外卖是指送到家的食物。 

24	
   暗喻	
   anyu 暗喻是一种修辞手法。 

25	
   后缀	
   houzhui 后缀是加在词根后面的构词成分。 

26	
   至爱	
   zhi'ai 至爱是指最喜欢的人或事物。 

27	
   倒叙	
   daoxu 倒叙是一种电影技法。 

	
   ⑤補足型	
  
28	
   扩大	
   kuoda 扩大是一种现象的名称。 

29	
   战败	
   zhanbai 战败是一种战争的结果。 

30	
   变异	
   bianyi 变异是一个生物学概念。 

	
   ⑥動賓型	
  
31	
   射箭	
   shejian 射箭是一种运动项目。 

32	
   定义	
   dingyi 定义是对事物进行说明的文字。 

33	
   靠背	
   kaobei 靠背是沙发的一个部分。 

34	
   破墨	
   pomo 破墨是一种国画技法的名称。 

35	
   创意	
   chuangyi 创意是指有创造性的想法。 

36	
   纪要	
   jiyao 纪要是指记录要点的文字。 

37	
   （干事）	
   gan・shi 干事是一种工作人员的名称。 

	
   ⑦主述型	
  
38	
   日落	
   riluo 日落是指太阳西沉的自然现象。 

39	
   地震	
   dizhen 地震是一种自然现象。 

40	
   夏至	
   xiazhi 夏至是一个节气的名称。 

41	
   事变	
   shibian 事变是指突发事件。 

42	
   自述5	
   zishu 自述是指叙述自己情况的文字。 

43	
   量变	
   liangbian 量变是一种不显著的变化。 

44	
   （月亮）	
   yue・liang 月亮是天体的名称。 

	
   二	
 重ねタイプ	
  
45	
   （妹妹）	
   mei・mei 妹妹是一个亲属称谓。 

	
   三	
 準・付加タイプ	
  
46	
   上面	
   shangmian 上面是一个表示方位的概念。 

47	
   侧面	
   cemian 侧面是指旁边的一面。 

48	
   惰性	
   duoxing 惰性是一种不好的习惯。 

49	
   六月	
   liuyue 六月是一个月份的名称。 
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2.2 発音調査	
  
調査協力者は北京出身の中国語母語話者 2名である。	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 話者1	
 男性	
 北京市朝陽区出身	
 31歳	
 

	
 	
 	
 	
 話者2	
 女性	
 北京市海淀区出身	
 24歳	
 

	
 

調査語が含まれるキャリア文 49文とダミー文 15文の計 64文をランダムな順で提示し，調査協力者

一名につき 6回発音してもらった。そのうち，軽声を持つ単語（後部要素の元の声調が 4声である）が

6語あるが，現段階では分析データとして扱っていない。録音装置は Tascam DR-07 MK IIで，マイクは

audio-technica AT810Fを使用した。	
 

	
 

2.3 データの分析	
 
得られた 43語×6回×2人＝516の発話を対象に，音響分析ソフト Praatを利用して文頭に位置する 2

音節語の物理的高さ（F0）の前部要素のピーク（P1）と後部要素のピーク(P2)を測定し，50Hzをベース

とする半音値（単位 st）に変換し，二つのピークの高さの差（P1-P2）を計算した。そして，P1，P2，P1-P2

それぞれの 6回の平均値を算出した。	
 

	
 更に，異なる語構造を持つ単語群ごとに，その単語群に属する複数の 2音節語の P1，P2，P1-P2それ

ぞれの平均値に基づき，各単語群の P1，P2，P1-P2三者の平均値を算出した。	
 

 
3 結果 

紙幅の関係で，ここは話者 1と話者 2が 6回6発音した各単語の P1-P2の平均値と各単語群の P1-P2の

平均値のみを表 2に示す。また，図 1〜図 8は話者 1が発音した各調査語の P1平均値と P2平均値を単

語群別に示したものである。	
 

	
 

表２	
 話者1と話者2のP1-P2	
 

	
   調査語	
 話者1	
 

P1-P2（st） 

話者2	
 

P1-P2（st） 
一	
 付加タイプ	
   	
     
①並列型＜同義・関連義＞	
   罪恶 8.98 2.79  
	
   岁月	
   6.92 2.08  
	
   意愿	
   10.50 0.86  
	
   利益	
   9.50 2.45  
	
   命脉	
   3.37 1.72  
	
   祸患	
   10.63 1.35  
	
   [平均]	
 8.32 1.87 
	
   	
     

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  
6)	
 第 2のピーク（P2）が現れない発音があるため，話者 1の「上面」は 4回の平均値。話者 2の「意愿」は 3回，「上面」

は 3回の平均値。	
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②並列型＜反義＞	
   利弊 2.17 1.93 
	
   上下	
   2.58 1.32 
	
   日夜	
   4.10 0.87 
	
   内外	
   4.09 1.70 
	
   胜负	
   5.07 2.14 
	
   快慢	
   4.49 1.60 
	
   [平均]	
   3.75 1.59 
	
   	
     ③修飾型＜連体修飾＞	
   木料	
   2.29 1.90 
	
   电路	
   4.44 1.43 
	
   夜幕	
   4.82 1.49 
	
   大陆	
   4.02 1.53 
	
   谬论	
   4.48 1.59 
	
   树叶	
   4.60 1.18 
	
   [平均]	
   4.11 1.52 
	
   	
     ④修飾型＜連用修飾＞	
   陆战	
   1.86 1.47 
	
   外卖	
   3.62 1.09 
	
   暗喻	
   4.51 1.48 
	
   后缀	
   3.66 1.23 
	
   至爱	
   3.20 1.60 
	
   倒叙	
   3.47 0.33 
	
   [平均]	
   3.39 1.20 
	
   	
     ⑤補足型	
   扩大	
   4.18 2.26 
	
   战败	
   3.74 1.69 
	
   变异	
   4.92 1.32 
	
   [平均]	
   4.28 1.76 
	
   	
     ⑥動賓型	
   射箭	
   2.65 1.50 
	
   定义	
   4.62 1.50 
	
   靠背	
   2.97 0.92 
	
   破墨	
   4.65 1.70 
	
   创意	
   6.28 3.06 
	
   纪要	
   4.58 1.05 
	
   [平均]	
   4.29 1.62 
	
   	
     ⑦主述型	
   日落	
   3.73 1.20 
	
   地震	
   3.50 0.61 
	
   夏至	
   4.73 2.20 
	
   事变	
   3.83 1.52 
	
   自述	
   3.43 0.21 
	
   量变	
   4.14 3.27 
	
   [平均]	
   3.89 1.50 
	
   	
     三	
 準・付加タイプ	
   上面	
   11.70 6.54 
	
   侧面	
   8.11 3.95 
	
   惰性	
   6.27 3.93 
	
   六月	
   7.96 3.46 
	
   [平均]	
   8.51 4.47 
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ークの高さの差が大きい発音になることに不思議はない。	
 

	
 

4.3 「修飾型」の内部において P1-P2の差異が存在する傾向 

「修飾型」の中でも，「連体修飾」の P1-P2が「連用修飾」の P1-P2より大きいというような傾向があ

るように見えるが，明瞭ではない。これも話者の数を増やしてさらに検討したい。	
 

董（2011）では，「古代から今まで，（2 音節の修飾型の語の中で）連体修飾型はずっと多数派を占め

る。連体修飾型の出現時期も連用修飾型より早い」，「連体修飾型は 2音節の修飾型の語の中で，より典

型的・無標的なメンバーである」と述べている。上述の傾向がこうした言語事実と関連がある可能性も

あると思われる。	
 

	
 

5 今後の課題 

	
 今後は話者の数を増やし，今回得られた傾向に一般性があるかどうか検討したい。また，「4声＋4声」

の 2音節語のピッチパターンと語ストレス構造との関係を検討したい。	
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